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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演出装置と、
　第１制御手段と、
　前記第１制御手段から送信される動作指示コマンドにもとづいて、前記演出装置を動作
させる第２制御手段とを備え、
　前記第２制御手段は、
　　前記第１制御手段から動作指示コマンドを受信したときに、前記演出装置を動作させ
られない場合には、受信した動作指示コマンドを無効化し、
　　同一の動作指示コマンドを連続して受信した場合には、後に受信した動作指示コマン
ドを無効化する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技の進行を制御する遊技制御手段を備え、
　第２制御手段は、前記遊技制御手段から送信されるコマンドにもとづいて、第１制御手
段にコマンドを送信し、
　前記第１制御手段は、前記第２制御手段から送信されるコマンドにもとづいて、演出装
置の動作に関する決定を行い、決定結果にもとづいて、前記第２制御手段に動作指示コマ
ンドを送信する
　請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
（手段１）本発明による遊技機は、演出装置（例えば、スピーカ２７や装飾ＬＥＤ２５、
枠ＬＥＤ２８、第１可動物７８ａ、第２可動物７８ｂ、演出表示装置９など）と、第１制
御手段（例えば、図柄制御用マイクロコンピュータ１００ａおよびＶＤＰ１０９によって
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実現される）と、第１制御手段から送信される動作指示コマンド（例えば、動作指示コマ
ンド（図４０参照））にもとづいて、演出装置を動作させる第２制御手段（例えば、電気
部品制御用マイクロコンピュータ１００ｂによって実現される）とを備え、第２制御手段
は、第１制御手段から動作指示コマンドを受信したときに、演出装置を動作させられない
場合（例えば、対象の演出装置が既に動作中である場合や、初期状態にない（初期位置に
ある）場合、他の演出装置と干渉する可能性がある場合、干渉しないことが確認できない
場合など）には、受信した動作指示コマンドを無効化し（例えば、電気部品制御用マイク
ロコンピュータ１００ｂがステップＳ９２７，Ｓ９２８，Ｓ９３０，Ｓ９３１，Ｓ９３２
，Ｓ９３４を実行する部分）、同一の動作指示コマンドを連続して受信した場合には、後
に受信した動作指示コマンドを無効化する（例えば、電気部品制御用マイクロコンピュー
タ１００ｂがステップＳ９２１～Ｓ９２２を実行する部分）ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、演出装置に不具合が発生することを防ぐとともに、処理負担
を分散させることができる。
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